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(百万円未満切捨て)

１．平成30年２月期第３四半期の連結業績（平成29年３月１日～平成29年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年２月期第３四半期 14,662 △6.1 △5 ― △86 ― △88 ―

29年２月期第３四半期 15,610 △23.9 △2 ― △62 ― △29 ―
(注) 包括利益 30年２月期第３四半期 △123百万円( ―％) 29年２月期第３四半期 25百万円(△92.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年２月期第３四半期 △28.26 ―

29年２月期第３四半期 △9.59 ―
　

(注)1.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失で
あるため、記載しておりません。

2.平成29年９月１日付で普通株式10株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度
の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年２月期第３四半期 12,369 1,615 13.1

29年２月期 12,856 1,739 13.5
(参考) 自己資本 30年２月期第３四半期 1,615百万円 29年２月期 1,739百万円
　
　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年２月期 ― ― ― 0.00 0.00

30年２月期 ― ― ―

30年２月期(予想) 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　
　
　

３．平成30年２月期の連結業績予想（平成29年３月１日～平成30年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属す

る当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,550 △2.4 150 ― 35 ― 40 ― 12.82
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年２月期３Ｑ 3,135,314株 29年２月期 3,135,314株

② 期末自己株式数 30年２月期３Ｑ 14,846株 29年２月期 14,310株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年２月期３Ｑ 3,120,800株 29年２月期３Ｑ 3,121,215株

平成29年９月１日付で普通株式10株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首
に当該株式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P２「連結業績予想などの将来予測情
報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間(平成29年３月１日～平成29年11月30日)におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢

が改善しており、景気は緩やかな回復基調が続いております。ただし、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動

の影響に留意する必要があります 。

百貨店業界におきましては、冷え込みによる防寒需要の高まりなどにより、秋冬物の衣料品に持ち直しの動きが

見られたほか、富裕層の需要の強さから、美術・宝飾・貴金属などの高額商材が引き続き活況となりました。ま

た、都市部を中心としたインバウンド需要も化粧品をはじめ好調が継続しております。

このような状況の下、当社におきましては、今年度から３年間の新中期経営計画に基づき、「営業力の強化」、

「CS徹底の推進」、「財務基盤の強化」の３つの基本戦略に対応するための施策実行に全社を挙げて取り組んでお

ります。

当第３四半期連結累計期間における営業の状況につきましては、販売競争の激化による厳しい環境のなかではあ

りますが、一部に今期行なったリモデル効果が見られたほか、11月においては、おせち料理、クリスマスケーキな

どの受注が堅調に推移いたしました。一方、11月のお歳暮ギフトについては、ＷＥＢによる受注は伸張したもの

の、贈答需要の減退から受注全体では前年を下回りました。

当第３四半期連結累計期間においては、以下のとおり営業力の強化策を実施いたしました。藤沢店では、４月に

ニトリオープンをはじめとする全館リモデルを行ない、入店客数が毎月前年実績を上回っております。また、同店

ではリモデルに伴う一部テナント化により百貨店面積が減少し、売上高の総額は減少しておりますが、前年実績を

上回る売場も数多く出てきているほか、賃料収入が収益の下支えとなっており、リモデルの効果が表れつつありま

す。また、10月に小田急百貨店藤沢店様との初の協業である「藤沢駅南北デパートウイークス」を開催し、各種イ

ベントや共同販促等を実施することにより、藤沢駅前の活性化にも取り組みました。横須賀店では、３月に青果売

場のリモデルを行ない、青果ショップの売上高が順調に推移しております。川崎店では、今期から外商担当者を増

員し、外商営業力を強化することにより、着実に顧客売上高が増加しています。

CS徹底の推進策におきましては、４月に専門部署となるCS企画推進部を新設し、組織整備を行なったほか、７月

には全社的なCSプロジェクトをスタートさせました。創意工夫を凝らした様々な取組を行なうことにより、お客様

からのお褒めの言葉が増えるなど成果が出始めています。

財務基盤の強化策におきましては、ローコストオペレーションを更に推進し、各種経費の削減に努めた結果、販

売費および一般管理費は計画値を下回りました。

以上のような施策を積極的に展開し、一部にその効果が出てきておりますが、当第３四半期連結累計期間の連結

業績は、売上高14,662百万円（前年同期比93.9%）、営業損失５百万円（前年同期は営業損失２百万円）、経常損

失86百万円（前年同期は経常損失62百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失88百万円（前年同期は親会社株

主に帰属する四半期純損失29百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産については12,369百万円となり、前連結会計年度末に比べ487

百万円減少しました。これは主に、差入保証金の返還による敷金及び保証金の減少等によるものです。負債につい

ては、前連結会計年度末に比べて363百万円減少し10,753百万円となりました。純資産については、前連結会計年度

末に比べて123百万円減少し1,615百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間の業績等に基づき検討した結果、平成29年10月12日に公表いたしました通期の連結業

績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 655,115 601,153

売掛金 448,558 666,979

商品 761,367 682,718

貯蔵品 34,446 31,960

その他 208,210 255,279

流動資産合計 2,107,698 2,238,091

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,654,511 3,579,934

土地 4,563,998 4,563,998

リース資産（純額） 133,766 99,184

その他（純額） 24,304 22,335

有形固定資産合計 8,376,581 8,265,452

無形固定資産

その他 54,313 38,338

無形固定資産合計 54,313 38,338

投資その他の資産

投資有価証券 471,003 420,536

敷金及び保証金 1,582,174 1,001,754

破産更生債権等 13,186 13,274

長期前払費用 202,156 342,399

その他 65,318 61,970

貸倒引当金 △15,548 △12,540

投資その他の資産合計 2,318,291 1,827,395

固定資産合計 10,749,186 10,131,186

資産合計 12,856,885 12,369,278
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形 28,285 50,336

買掛金 1,505,762 1,702,986

短期借入金 100,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 424,300 139,980

未払法人税等 11,165 14,643

商品券 770,411 726,361

賞与引当金 37,832 56,543

商品券回収損引当金 651,480 659,512

ポイント引当金 40,108 38,596

その他 993,028 725,760

流動負債合計 4,562,374 4,314,719

固定負債

長期借入金 5,434,029 5,409,009

繰延税金負債 194,455 172,208

退職給付に係る負債 388,157 397,264

資産除去債務 146,449 148,639

リース債務 145,797 54,216

その他 246,279 257,824

固定負債合計 6,555,169 6,439,163

負債合計 11,117,544 10,753,883

純資産の部

株主資本

資本金 1,945,290 1,945,290

資本剰余金 1,637,078 1,637,078

利益剰余金 △1,915,929 △2,004,119

自己株式 △42,564 △42,867

株主資本合計 1,623,876 1,535,382

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 115,463 80,012

その他の包括利益累計額合計 115,463 80,012

純資産合計 1,739,340 1,615,394

負債純資産合計 12,856,885 12,369,278
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

売上高 15,610,333 14,662,877

売上原価 12,258,061 11,517,811

売上総利益 3,352,271 3,145,066

販売費及び一般管理費 3,354,801 3,150,293

営業損失（△） △2,529 △5,227

営業外収益

受取利息 630 323

受取配当金 3,218 3,607

固定資産受贈益 7,700 1,465

補助金収入 39,323 －

商品券等整理益 4,538 5,256

その他 6,108 10,037

営業外収益合計 61,519 20,688

営業外費用

支払利息 103,672 91,201

その他 17,558 11,161

営業外費用合計 121,231 102,363

経常損失（△） △62,241 △86,902

特別利益

固定資産売却益 28,705 2,248

特別利益合計 28,705 2,248

特別損失

固定資産除却損 1,031 2,190

特別損失合計 1,031 2,190

税金等調整前四半期純損失（△）
△34,567 △86,843

法人税、住民税及び事業税 3,521 7,962

法人税等調整額 △8,143 △6,616

法人税等合計 △4,622 1,346

四半期純損失（△） △29,945 △88,190

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
△29,945 △88,190
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

四半期純損失（△） △29,945 △88,190

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 55,525 △35,451

その他の包括利益合計 55,525 △35,451

四半期包括利益 25,579 △123,642

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 25,579 △123,642

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．補足情報

（１）連結売上高の内訳

　 前第３四半期 当第３四半期

前年増減・対比
　

（自 平成28年３月１日

至 平成28年11月30日）

（自 平成29年3月１日

至 平成29年11月30日）

　
売上高

（千円）

構成比

（％）

売上高

（千円）

構成比

（％）

前年増減額

（千円）

前年対比

（％）

㈱さいか屋 15,591,586 96.1 14,643,920 95.5 △947,666 93.9

アルファトレンド㈱ 622,535 3.8 673,003 4.4 50,467 108.1

㈱さいか屋友の会 10,476 0.1 11,808 0.1 1,331 112.7

小 計 16,224,599 100.0 15,328,731 100.0 △895,867 94.5

内部売上高の消去 △614,265 ― △665,854 ― △51,588 ―

合 計 15,610,333 ― 14,662,877 ― △947,456 93.9

（２）店別売上高（単体）

　 前第３四半期 当第３四半期

前年増減・対比
　

（自 平成28年３月１日

至 平成28年11月30日）

（自 平成29年3月１日

至 平成29年11月30日）

　
売上高
（千円）

構成比
（％）

売上高
（千円）

構成比
（％）

前年増減額
（千円）

前年対比
（％）

藤沢店 8,469,177 55.4 7,798,527 54.7 △670,649 92.1

横須賀店 6,005,728 39.3 5,617,908 39.4 △387,820 93.5

川崎店 715,255 4.7 789,146 5.6 73,890 110.3

町田ジョルナ 99,699 0.6 45,615 0.3 △54,083 45.8

小 計 15,289,860 ― 14,251,198 100.0 △1,038,662 93.2

テナント及び手数料収入 301,726 100.0 392,721 ― 90,995 130.2

合 計 15,591,586 ― 14,643,920 ― △947,666 93.9

　

（３）商品別売上高（単体）

　 前第３四半期 当第３四半期

前年対比・増減
　

（自 平成28年３月１日

至 平成28年11月30日）

（自 平成29年3月１日

至 平成29年11月30日）

　
売上高

（千円）

構成比

（％）

売上高

（千円）

構成比

（％）

前年増減額

（千円）

前年対比

（％）

衣料品 4,141,033 27.1 3,607,481 25.3 △533,551 87.1

身回品 1,507,488 9.9 1,362,497 9.6 △144,991 90.4

雑貨 2,766,686 18.1 2,637,810 18.5 △128,876 95.3

家庭用品 465,195 3.0 388,864 2.7 △76,331 83.6

食料品 5,543,744 36.2 5,467,102 38.4 △76,642 98.6

食堂・喫茶 367,597 2.4 358,925 2.5 △8,671 97.6

その他 498,115 3.3 428,517 3.0 △69,597 86.0

合 計 15,289,860 100.0 14,251,198 100.0 △1,038,662 93.2
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